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§１．研究成果の概要 

本研究では、構成要素の多様性が変化する系の数学理論を構築し、その応用として、皮

膚や腸に常在する細菌叢の変動と疾患発症の関連性を明らかにする目的をもって研究を進

めている。以下に示す２つのテーマそれぞれに対して、研究を進めた。 

 

細菌叢変化の時系列データの収集と情報解析 

構成要素の多様性が変化する系に対する理解を実データ解析も含めて展開するためには、

第一段階として細菌叢変化の時系列データの収集と情報解析を進める必要がある。収集し

た細菌叢変化の時系列データに対して、細菌叢の状態遷移を定量的に把握するためのデー

タ解析手法の検討を進めた。 

 

細菌叢の個体群ダイナミクスを記述した数理モデル構築とシミュレーション 

細菌叢の個体群ダイナミクスを記述した数理モデルを構築するにあたって、個体数の経時

的変化に影響する細菌種間の相互作用についてデータから推定を行う必要がある。今年度

は、細菌叢変化の時系列データから、細菌種間の相互作用を推定する推定手法の検討を行

った。 
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